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Ⅰ. 前期決算概要及び今期計画

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅰ-１．決算サマリーⅠ-１．決算サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（注１）計画値は2016年４月21日に公表した2017年３月期業績予想数値である。
（注２）2016年３月期の特別損益の内訳は、2015年11月に実施した事務所移転関連の費用（特別損失）である。

2017年３月期の特別損益の内訳は、事業用資産及び共用資産の減損損失（特別損失）である。
（注３）自己資本比率も高く、財務状況的に特に問題はない。

2016年3月期

売上高（千円）

営業利益（千円）

経常利益（千円）

特別損益（千円） （注2）

当期純利益（千円）

研究費（千円）

総資産（千円）

純資産（千円）

発行済株式の総数（株）

1株あたり純資産額（円）

1株あたり当期純利益（円）

営業利益率（％）

自己資本比率（％）（注3）

（計画値）（注１） （実推）

対前年

同期比比

６８％

－

－

－

－

１３６％
－

－

－

－

４８０，０００

１，０００

－

－

０

３６，５０５

２０１７年３月期

１１４％

－

－

－

－

１６０％

７１％

６６％

１００％

６３％

－

－

８５％
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２８４，１５６

△１７８，８４１

△１７８，３５１

△２３，３３１

△２０３，０６５

３１，１２２

６８１，６２２

６３０，３２８

４，２３７，７００

１３３．８１

△４７．９２

△６２．９

８３．２

３２４，６４６

△１５２，５６４

△１５１，２２６

△５９，４８６

△２１１，９０９

４９，７４２

４８３，０８１

４１８，３９２

４，２３７，７００

８３．７９

△５０．０１

△４７．０

７３．５



Ⅰ-２ 業績推移
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診断事業売上

研究受託事業売上

2016年3月期実績 2017年３月期実績2017年3月期計画

百万円

324.6

284.2

480.0

▲178.8
▲152.6

+1.0

研究受託

89%

98%

（売上高）

（営業利益）

（研究受託売上）

（診断売上）

研究受託

96%

研究受託

96%
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項 目 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期 前年比（%） 備 考
（受注残高）

金 額 比 率 金 額 比 率

研究受託（公募等） ８０．５ ２８％ ８６．６ ２７％ １０８％
受注残高

９．３
受託解析 １８０．１ ６３％ ２２０．０ ６８% １２２％

商品販売 １７．３ ６％ ４．４ １% ２５％

研究受託事業計 ２７７．９ ９８％ ３１１．０ ９６% １１２％

国内ｻｰﾋﾞｽ ６．２ ２％ ６．４ ２％ １０３％
受注残高

０．３国内商品販売 ０．０ ０％ ５．７ ２％ ―

海外 ０．１ ０％ １．６ ０％ １６００％

診 断 事 業 計 ６．３ ２％ １３．７ ４％ ２１７％

売 上 高 合 計 ２８４．２ １００％ ３２４．６ １００％ １１４％ 受注残高
９．６

＜受 注 高＞ ３００．０ ― ３２５．０ ― １０８％
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Ⅰ-３．セグメント区分別売上高実推 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（金額単位：百万円）

研
究
受
託

診

断

売上高は前年比１１４％で終了した。研究受託事業は前年比１１２％、診断事業は前年比２１７％で終了した。
また、受注高は前年比１０８％で終了した。

【研究受託事業】
上期に取り組んだ販促活動の効果が下期に現われ、売上高が前年比１１２％で終了したが大型案件の取り込みが不十分
で、計画値は未達に終わった。

【診断事業】

売上高は、前年比２１７％で終了した。
「免疫年齢」の売上は下期にはコンスタントに計上できるようになったが、計画値には到達できなかった。また、「EGFRチェック」は見込

んでいた大型案件の受注が今期にずれ込み、計画値は未達に終わった。



Ⅰ-４．具体的推進プランの達成状況 株式会社ＤＮＡチップ研究所

I．研究受託事業で全社の収益を確保 （付加価値ｻｰﾋﾞｽ受託の拡充と情報解析強化）

II．販売代理店強化、直販改革 （事業開発本部・診断事業本部の販促強化）

III．診断事業の競争力強化 （診断支援サービス研究開発強化）

【具体的推進プラン】 【達成状況】
■ 新規受託サービスのﾒﾆｭｰ化 ■次世代ｼｰｸｴﾝｽ解析ｻｰﾋﾞｽにおいて、16Ｓ ｒＲＮＡ解

―癌ﾊﾟﾈﾙ・ｼﾝｸﾞﾙｾﾙ解析受託ｻｰﾋﾞｽ展開― 析(9件受注)、Ｃａｎｃｅｒ Ｐａｎｅｌ解析(2件受注)を開始した。
■ 新規技術導入による受託ﾒﾆｭｰの差別化 ■ﾃﾞｼﾞﾀﾙPCR受託を開始した。

―ﾃﾞｼﾞﾀﾙPCRｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾒﾆｭｰの充実―

■ 再生医療関連受託サービス強化 ■品質評価解析サービス（Ｃ３チェックサービス）を

―品質評価ｻｰﾋﾞｽﾒﾆｭｰの強化― リピート顧客から受注した。(８件受注)

【具体的推進プラン】 【達成状況】
■ 情報ｲﾝﾌﾗ整備及び提案型営業強化 ■HPのﾘﾆｭｰｱﾙにより、顧客の問合せ件数増加

－ｻｰﾋﾞｽの特徴・価格の明確化、HP一新－

■ 販社連携による営業力強化 ■販売店同行・勉強会開催35サイトで実施
－病院、クリニック、製薬向け営業強化－ ⇒引き合いの増加

■ 海外連携企業による営業力強化 ■診断ｻｰﾋﾞｽ：ﾏﾚｰｼｱ拠点で「免疫年齢」の受注のﾙｰﾁﾝ化
－診断事業を中心とした海外展開へ－ 商品：海外ﾒｰｶｰと共同でTboneのトライアル実施。

（国際法医学会に発表予定（2017年8月））

【具体的推進プラン】 【達成状況】
■ 薬事承認へ向けたパイプライン強化 ■ﾘｳﾏﾁｪｯｸ：2019年3月期中に先進医療開始予定

－リウマチェック、EGFR-NGSチェック等－ EGFRチェック：製造業登録済⇒薬事承認に向け取組中

■ 新規技術導入による受託メニュの差別化 ■うつ病：2018年3月期 ・ ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ：2019年3月期の
－うつ病、ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病を中心とした研究開発－ ｻｰﾋﾞｽ開始を目途に、研究開発推進中

■ 次世代診断ﾂｰﾙの研究開発 ■エンプラス社と共同でシングルセルを用いた解析・

－エンプラス社との共同研究開発― 診断・治療ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝに関する研究を実施中
7
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Ⅰ-５．２０１８年３月期計画

■ 売上高 ： 研究受託事業
（３１１百万円 → ４００百万円） （１）他社との差別化メニュー提案による売上高の上積み

（微量・再生医療・統合解析・データ解析等）
（２）マイクロアレイ受託の低価格化戦略

（価格競争力の強化）
診断事業 → 【診断サービス】

（１３百万円 →  ９０百万円） （１）ＥＧＦＲチェック ： 大型案件の受注確保（製薬会社、検査会社等)
（２）免疫年齢 ： 販売先の更なる拡大

■ 営業利益 ： 対前年度比売上増加（売上高：３２５百万円 → ４９０百万円）による人件費等の固定費回収

■ 研究資 ： 関節リウマチ総合支援サービス（多剤効果予測、活性化マーカー）推進、うつ病診断研究開発 、
認知障害・アルツハイマー研究開発の推進

－１．０％－経常利益率（％）

－１．０％－営業利益率（％）

１０５％５２．０４９．７研究資（百万円）

－３．０△２１１．９当期純利益（百万円）

－５．０△１５１．２経常利益（百万円）

－５．０△１５２．６営業利益（百万円）

１５１％４９０．０３２４．６売上高（百万円）

対前年度比
２０１８年３月期

計画
２０１７年３月期

実績
項 目

（対前年度比較）

株式会社ＤＮＡチップ研究所



項 目 ２０１７年３月期実績 ２０１８年３月期計画 前年比（%） 備 考
（受注残高）

金 額 比 率 金 額 比 率

研究受託（公募等） ８６．６ ２７％ １３０．０ ２７％ １５０％
研究受託事業
の収益で、全社
の黒字化を確
保する。

DNAチップ解析 １５１．２ ４７％ １７０．０ ３５% １１２％

次世代ｼｰｸｴﾝｽ ６８．８ ２１％ ９５．０ １９％ １３８％

商品販売 ※ ４．４ １％ ５．０ １% １１４％

研究受託事業計 ３１１．０ ９６％ ４００．０ ８２% １２９％

国内ｻｰﾋﾞｽ ６．４ ２％ ８０．０ １６％ １２５０％ 国内サービス
（特にＥＧＦR

チェック）の大
型案件受注で
売上を確保す
る。

国内商品販売 ※ ５．７ ２％ ８．０ ２％ １４０％

海外 １．６ ０％ ２．０ ０％ １２５％

診 断 事 業 計 １３．７ ４％ ９０．０ １８％ ６５７％

売 上 高 合 計 ３２４．６ １００％ ４９０．０ １００％ １５１％
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Ⅰ-６．2018年3月期売上計画値の詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（金額単位：百万円）

研
究
受
託

診

断

※商品に分類する製品には、「ハイブリ先生」、「マンマプリント」、「Ｔｂｏｎｅ」、「消化器がん検査」などがある。
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売上高
(４９０)
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粗利率：50%
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Ⅰ-７ ２０１８年３月期売上と損益の関係
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

～開発力強化と事業化加速～
Ⅰ. 構造改革（迅速に対応できる体制） オープンイノベーション・
Ⅱ. 他社連携強化及び新規メニュ開発 ⇒ 最新技術の事業化 ⇒ 黒字化
Ⅲ. 診断事業の選択と集中 グローバル展開

２
０
１
８
年
３
月
期
は
特
に

①
大
型
案
件
受
注
確
保
、

②
差
別
化
メ
ニ
ュ
ー
提
案
に
よ
る
売
上
高
の
上
積
み
、

③
低
価
格
戦
略
に
よ
り
他
社
競
合
サ
ー
ビ
ス
の
取
り

込
み
に
注
力
。



Ⅱ．2018年3月期業績改善施策
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Ⅱ-１．「業績改善」推進プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所

～開発力強化と事業化加速～

I. 構造改革（迅速に対応できる体制）
II. 他社連携強化と新規メニュ開発

III. 診断事業の選択と集中

収益部門と研究部門の分離
実現可能な予算策定

オープンイノベーション・最新技術の事業化
グローバル展開
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Ⅱ-２．具体的推進プラン
株式会社ＤＮＡチップ研究所

I．構造改革（迅速に対応できる体制）

コーポレートガバナンスの体制変更
■ 監査等委員会設置会社への移行 －マネジメント型からモニタリング型へ－
■ 環境変化に応じた意思決定の迅速化 －戦略・アクションのＰＤＣＡサイクルの徹底－

研究受託事業強化
■ 新規顧客獲得のための営業戦略 －DNAチップ受託を中心とした販社、他社連携－
■ 情報解析に特化したサービスメニュ －次世代シークエンス受託を中心とした差別化－
■ 新規受託サービスのメニュ化 －メタゲノム・癌・再生医療領域を中心とした受託－

市場ニーズに合わせた研究開発の加速
■ リキッドバイオプシー －肺癌EGFR, NOIR-Seqを中心とした診断サービス－
■ RNAチェック事業強化 －リウマチェック、免疫年齢に集中－
■ シングルセル解析を用いた診断メニュ開発 －エンプラス社との共同研究開発－

II．他社連携強化と新規メニュ開発

III．診断事業の選択と集中
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Ⅱ-３．中期事業計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所



Ⅲ．今後の研究開発について
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◆核酸の測定技術・生物学的な測定意義について
豊富な知識と経験をもつ
◆臨床医師との豊富な共同研究実績がある
◆自社における独自の研究開発を行う

核酸を中心とするバイオマーカー研究
RNA チェック

創造的革新で健康長寿社会へ貢献

Ⅲ-１．ＤＮＡチップ研究所の特徴

未病社会のための健康モニタリングサービスを提供

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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RNA
チェック

関節リウ
マチ薬剤
効果予測

加齢
（免疫
年齢）

アルツハ
イマー病

うつ病

神経

膠腫

肥満

疲労

大腸
癌

DNA

チェック

血中浮遊DNAの

体細胞変異の

検出

（抗癌剤の薬剤応
答予測）

再生医療支援
事業

aCGHによる

細胞の品質

評価

Ⅲ-２．ＤＮＡチップ研究所の開発領域 株式会社ＤＮＡチップ研究所



血中遊離DNAを用いた体細胞変異検出
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• Cell proliferation
• Inhibition of apoptosis
• Migration, Adhesion, Invasion
• Angiogenesis

P P

EGF, TGF-alpha, etc.

リン酸化

EGF receptor

シグナル伝達EGFR-TKI
薬剤

C C C C C C C C C C C

C C C C C C C C C C

Circulating 
cell-free DNA

がん細胞

血管

癌細胞の中の遺伝子変異の有無を、血
中のcell-free DNA を次世代シークエン
サーで解析することにより検出する
→ 侵襲的なバイオプシの必要がない

Ⅲ-３-①．EGFR-NGS Check 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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1. Transient appearance of circulating tumor DNA associated with de novo treatment. 

Sci Rep. 2016 Dec 9;6:38639. doi: 10.1038/srep38639. PubMed PMID: 27934896; PubMed Central PMCID: PMC5146655.

Kato K, Uchida J, Kukita Y, Kumagai T, Nishino K, Inoue T, Kimura M, Imamura F. 

2. Early responses of EGFR circulating tumor DNA to EGFR tyrosine kinase inhibitors in lung cancer treatment.

Oncotarget. 2016 Nov 1;7(44):71782-71789. doi: 10.18632/oncotarget.12373.

Imamura F, Uchida J, Kukita Y, Kumagai T, Nishino K, Inoue T, Kimura M, Kato K.

3. Numerical indices based on circulating tumor DNA for the evaluation of therapeutic response and disease progression in lung 
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Kato K, Uchida J, Kukita Y, Kumagai T, Nishino K, Inoue T, Kimura M, Oba S, Imamura F

4. Monitoring of treatment responses and clonal evolution of tumor cells by circulating tumor DNA of heterogeneous mutant EGFR 

genes in lung cancer.

Lung Cancer. 2016 Apr;94:68-73. doi: 10.1016/j.lungcan.2016.01.023. Epub 2016 Feb 2

Imamura F, Uchida J, Kukita Y, Kumagai T, Nishino K, Inoue T, Kimura M, Oba S, Kato K.

5. Dynamics of circulating tumor DNA represented by the activating and resistant mutations in epidermal growth factor receptor 

tyrosine kinase inhibitor treatment

Cancer Sci. 2016 Mar;107(3):353-8. doi: 10.1111/cas.12860. Epub 2016 Feb 18

Uchida J, Imamura F, Kukita Y, Oba S, Kumagai T, Nishino K, Inoue T, Kimura M, Kato K.

6. Diagnostic Accuracy of Noninvasive Genotyping of EGFR in Lung Cancer Patients by 

Deep Sequencing of Plasma Cell-Free DNA.

Clin Chem. 2015 Sep;61(9):1191-6. doi: 10.1373/clinchem.2015.241414. Epub 2015

Uchida J, Kato K, Kukita Y, Kumagai T, Nishino K, Daga H, Nagatomo I, Inoue T, Kimura M, Oba S, Ito Y, Takeda K, Imamura F.

7. Quantitative identification of mutant alleles derived from lung cancer in plasma cell-free DNA via anomaly detection using deep 

sequencing data.

PLoS One. 2013 Nov 21;8(11):e81468. doi: 10.1371/journal.pone.0081468.

Kukita Y, Uchida J, Oba S, Nishino K, Kumagai T, Taniguchi K, Okuyama T, Imamura F, Kato K

Ⅲ-３-②．EGFR-NGS Check 論文リスト 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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学会発表
New!
第57回日本肺癌学会学術集会 ランチョンセミナー
演題名： EGFR変異陽性肺癌における血中腫瘍DNAの動態病理
演者： 加藤菊也（株式会社DNAチップ研究所/前大阪府立成人病センター研究所長）
発表日時： 2016年12月21日(水) 11:55 ～ 12:45
発表会場： 第8会場(福岡国際会議場 4F) / 福岡国際会議場4F

Ⅲ-３-③．学会発表 株式会社ＤＮＡチップ研究所

http://www.dna-chip.co.jp/diagnostic/pdf/egfr_LunchonSeminar20161221.pdf


リウマチェック 3 サービス の特徴

※本サービスは、慶應義塾大学医学部内科学教室リウマチ内科、および 埼玉医科大学総合医療センター
リウマチ・膠原病内科との共同研究の成果に基づいています。

本サービスの概要

対象患者

血液の遺伝子発現情報を用いて、インフリキシマブ、トシリズマブ、アバ

タセプトの3剤の投与半年後の効果を予測します

以下の条件を満たす関節リウマチ患者

● メトトレキサート (MTX) 治療により効果が認められなかった方

● 過去に生物学的製剤による治療を受けられたことがない方

本サービスの特徴
●病態を”分子的”に捉えて、”客観的”に薬剤効果を予測

●作用機序の異なる”３つ”の薬剤に対する効果を”一度”に予測

21

Ⅲ-４-①．リウマチェック
３
～多剤効果予測～ 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅲ-４-②．リウマチェック
３
～研究成果～

2017年4月：日本リウマチ学会にて多剤効果予測の成果を発表

株式会社ＤＮＡチップ研究所

新たな効果予測遺伝子を同定した。これらを用いることにより、TNF阻害剤の効果予測パフォーマ

ンスの向上させることが期待できる。さらに、これらの遺伝子の発現情報に臨床パラメーターを加
えることで、予測精度の改善をめざす。
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2016 July Published

Ⅲ-４-③．リウマチェック
３
～プレスリリース～ 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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http://www.dna-chip.co.jp/diagnostic/rheumacheck/index.html
7月20日より更新

自由診療サービス開始
契約病院数：８

リウマチェック3 WEBサイト

Ⅲ-４-④．リウマチェック
３
～ＷＥＢサイト～ 株式会社ＤＮＡチップ研究所

http://www.dna-chip.co.jp/diagnostic/rheumacheck/index.html


免疫年齢が若く出て
も実年齢より高い項
目があれば、アドバ

イスが可能

Ⅲ-５-①．免疫年齢～概要～ 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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全血２．５ml

検査当日食事規制必要なし

２２３病院と契約

２−３週間以内

Ⅲ-５-②．免疫年齢～サービスフロー～ 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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中国語版 英語版 日本語版３ヶ国語対応

Ⅲ-５-③．免疫年齢～海外対応～ 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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2016年1月 Nature誌
国立精神・神経医療研究センターと共著

マイクロアレイを用いた網羅的遺伝子発現解析

複数遺伝子の相互作用のネットワークを見出した

シナップス伝達に関わる遺伝子群

qPCR検証実験

p = 0.00015 p = 0.00899

さらに臨床サンプルを収集、検証行う

未治療の気分障害患者でも調査、治療前後の
変動があれば、治療の判定方法としても確立
できる

Ⅲ-６．うつ病関連遺伝子発現マーカー 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅲ-７-①．２０１７年３月期に取得した特許 株式会社ＤＮＡチップ研究所

ⅰ．Ｔヘルパー17細胞分化の抑制剤
国立大学法人千葉大学・公益財団法人かずさＤＮＡ研究
所・総合病院国保旭中央病院と共同で出願した。
平成28年９月に登録

ⅱ．グリオーマ形成阻害作用を有するｍｉｃｒｏＲＮＡ
国立大学法人愛媛大学と共同で出願した。
平成29年１月に登録

ⅲ．血中ＤＮＡの定量的検出による悪性新生物の病勢の
進行を評価する方法
地方独立行政法人 大阪府立病院機構と共同で出願し
た。平成29年３月に登録
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Ⅲ-７-②．２０１７年３月期に申請した特許 株式会社ＤＮＡチップ研究所

ⅰ．血漿ＤＮＡによる抗がん剤効果評価方法
地方独立行政法人 大阪府立病院機構と共同申請

ⅱ．気分障害を判定可能な遺伝子発現マーカー
国立精神・神経医療研究センターと共同申請

ⅲ．関節リウマチに対する生物学的製剤の治療効果を予測
する方法、およびそれを用いて最適な薬剤を選択する方法
慶應義塾大学、埼玉医科大学と共同申請

ⅳ．ｃｔＤＮＡ量の測定による悪性新生物に対する治療の効果
を評価する方法
地方独立行政法人 大阪府立病院機構と共同申請
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2016           2017               2018                2019 2020               2021                               

クリニックサイト
企業サイト拡販

リウマチェック 先進医療
申請

先進医療化 薬事申請

人間ドック
メニュ化

Ⅲ-８．各診断メニュのスケジュール

保険
適応

EGFR-NGS 
チェック

薬事申請

免疫年齢
（未病モニター）

うつ病チェック

アルツハイマー病
チェック

保険
適応

研究開発
（検証）

サービス
開始

クリニックサイト拡充・
海外展開

人間ドック
メニュ化

研究開発
（マーカー開発、検証）

サービス
開始

クリニックサイト
海外展開

人間ドック
メニュ化

総
合
診
断
支
援
サ
ー
ビ
ス

株式会社ＤＮＡチップ研究所


